
（別紙３）

～ 令和6年12月5日

（対象者数） 24(うち兄弟児3組） （回答者数）
20

～ 令和6年11月30日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・道具を充実させ、より幅広い遊びの提供ができるようにし

ていきたいです。

2

・児童センター等へのイベントには参加したことがないの

で、今後戦況的に参加してきたいです。

3

・子どもたちの様子などを把握して取り入れていくようにし

ます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・塀を新たに作ってもらい外から見えにくくなっているが、

夏の水遊び時など目隠しを使い行っていきたいです。

・門もあり、すぐに道路と言うわけではないが、常に子ども

の様子を気にしていくようにします。門は必ず閉めるように

しています。

2

・活動時間を区切って、集中出来る空間を作っていくように

します。

3

・プレイルームが広く身体を動かした遊びも沢山出来る事で

す。

・運動遊びの時間を決め、参加したくなるような遊びの提案を

行っています。

・施設周辺に公園や児童センターがあり、外出しやすい事で

す。

・放課後等も少人数ではあるが、公園へ遊びにいています。休

日などは児童センターへ行き、広い場所で遊ぶことが出来ま

す。

・活動プログラム(キラッとメニュー）の充実 ・やったことのないような内容を取り入れたり、集中出来る事

が見つけられるような内容を考えています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・戸外が交通量の多い道路に面している所です。 ・建物上仕方がない事です。

・集中出来るスペースはあるが、完全に仕切られていない事で

す。

・建物上仕方がない事です。建物の構造上仕方がない事です。

令和6年11月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和6年12月15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 すだち大原

○保護者評価実施期間
令和6年11月20日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


